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＜連絡事項＞
・他部署でのコロナクラスター化に伴い、スタッフ全員が抗原検査を施行する事となりました。検査キット使用し、出勤時に全員検査し陰性確認をお願いします。検査結果は新型コロナ検査予約表（NEAR法の予約表）に記載して報告して下さい。
・第7回院内研修を短い期間ですが以下の期間で行います。今回もレポート提出にて研修参加となります。

期間：令和4年12月16日～12月23日まで

WIZメールに添付された研修資料を読み、レポート記載後、WIZメールに必ずレポートを添付して提出をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・松田　健様～他部者でのクラスター化に伴い、当院入院中の患者様も外出・外泊禁止の

対応となり、12/27(火)予定していた市役所への外出は延期となります。本日市役所に電話で確認し、来月でも、今月分の生活費を受け取る事が出来ることを確認しています。その際は青森銀行の営業時間に合わせて9：00～15：00にお越しくださいとの事でした。
・角濱　義弘様～こころすこやか財団GH入所に向けてスタッフ佐々木さんと藤田Nsが話しています。GH側として情報の行き違いや遅れがあるように感じているとの事で、再確認と情報交換をしている。GH側は、入院が長期になっている為ケア会議を行い情報共有の必要があるのではないかとのことで、西舘PSWへ伝えている。また、八戸在住の従兄弟が保護者書類記載可能と聞いているとの事で、病棟からは日赤受診時の経緯を伝えている。病棟側から、用意物品のリストを貰うこととしている。
・釜谷　茂春様～奥様から病棟へ電話あり。今後の退院先として、みちのく記念病院を希望される。息子様と相談したうえでの家族の意向との事。みちのく記念病院を希望した理由としては、現状で介護認定を受けても介護度が低く、金額的に希望する施設が見つからない可能性が高い事。また、南浜高齢者支援センターにも相談したら、本人のこれまでの経緯からいき、みちのく記念病院が妥当と思われ、みちのく記念病院も施設を沢山持っているので入院してからその先を相談出来ると思うと言われたのでとの事。主治医へ報告し、主治医の返事を後日お伝えすると説明すると「はい、私の携帯にお願いします。」との事。
・佐野　貢様～院後に入所するGHについて役場にも相談し、義兄様としてはご本人の長所を生かし、就労支援事業所も考えたいと思っていますと話される。GHを探す様行動している事をお伝えしたくて来院しましたと話される。
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～気分高揚的な行動や言動見られず、日課・病棟プロブラムにも穏やかに参加している。他者への迷惑行為もなし。
・小豆畑裕介様～放歌はあるが日課や病棟プログラムには支障なく参加している。午後には突然スタッフが呼名する声がしたと幻聴を訴え、15:40コントミン1T内服する。幻聴に左右される行動はなし。
＜田名部Dr.処方患者様情報＞
・久保　興介様～臨時薬オランザピンOD錠12.5㎎1×１/夕食後→10㎎1×1/夕食後に減量となる。他同内容で7日分処方となっている。
・高橋　義明様～臨時薬ブロナンセリン4㎎1T1×1/就床前をブロナンセリン4㎎2T 2×1/朝夕食後に変更。増量となっている。他変更なし。7日分処方となっている。
・三浦　みよ子様～同内容7日分処方あり。
・釜谷　茂春様～同内容7日分処方あり。
・板橋　利美様～同内容7日分処方あり。
・民部田　和哉様～同内容7日分処方あり。
・吉田　守幸様～同内容7日分処方あり。
＜馬渡Dr.診察・担当患者様検討＞
・阿部　文香様～先日PSWと父の面談を行い、わくわくの郷というGHの好印象を持っ
て頂いている事を報告する。診察時はご本人からも生理がある事を主治医にお伝えしている。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・神田　直樹様～バリカンを他者に貸していた事や母の差し入れにクエン酸があった事
等を報告している。診察時の対話は落ち着いており、臨時薬同内容7日分処方となる。
・寺井　恵利子様～日中眠気あり。促しでウォーキングやラジオ体操を行っている事、
食事は摂取出来ている事を報告する。診察では被毒的な内容の幻聴は持続し、眠気は持続していると話されているが、主治医と相談し、クロザリルはこのまま同量で継続処方となっている。白血球の値に配慮しロイコン50㎎/日→60㎎/日と増量処方となる。
＜受け持ち患者様支援検討＞
・民部田　和哉様～他者（K.M様）にスティックコーヒーをあげる行為あり。病棟での約束事が守れないのなら、嗜好品の自己管理も行う事が困難と思われる為、次回また他者との物のやり取りがあった際は、嗜好品の管理はスタッフが行なうという話し合いをしている。今後も集団生活におけるトラブルを解消するための支援を継続していく事とする。
・角濱　義雄様～1/5(木)14:00から内科診察室でケア会議を行う予定である。
・寺井　恵利子様～ベッド上安静臥床が多く、採血時は白血球、好中球のデータに影響があるようです。出来るだけ活動を促していきましょう。
・平　京子様～おやつの時間にファンタやオレンジジュースなど糖分の多いものを好んで飲用している。今後の嗜好品や間食について主治医や栄養士と相談し、検討していくこととします。買い物時は受け持Nsの印を確認する事とします。
